
日本人事試験研究センターパンフ A3

2021年度から
個別試験も
新教養試験に
チェンジ！

これからの地方自治を支える
多様な人材を確保したい

知識よりも論理的思考力を
重視したい

事務職、技術職、資格免許職など
それぞれの職種に合った

試験にしたい

民間企業志望者も
受験しやすい試験にして
応募者を増やしたい

知識より論理的思考力等の
知能を重視する試験
（知能分野27題・知識分野13題）

▶知能分野（文章理解、判断・数的推理、資料解釈に関する能力を問う問題を出題）
▶知識分野（時事、社会・人文に関する一般知識を問う問題を出題）

▶知識分野（時事、社会・人文、自然に関する一般知識を問う問題を出題）
▶知能分野（文章理解、判断・数的推理、資料解釈に関する能力を問う問題を出題）

●知能分野では　　　　　 よりも文章理解、判断・数的推理、資料解釈の出題を
それぞれ増やす一方、知識分野では「自然に関する一般知識」の出題がありません。

●　　　　　の難度は従来の教養1や　　　　　　よりもやや易しくなります。

●　　　　　 の難度は従来の教養2・3と同程度です。高校卒業程度の受験者を
　対象とした試験から、大学卒業程度以上の受験者を対象とした試験まで、幅広く
　ご利用いただけます

Standard-Ⅰ

Standard

Logical-Ⅱ

Logical-Ⅰ

従来の教養試験と共通性の高い試験
（知識分野20題・知能分野20題）

●　　　　　　の難度は従来の教養1と同程度です。大学で学習するような内容を含む
　ことから、大学卒業程度以上の受験者を対象とした試験でのご利用をお勧めします。

●　　　　　　 の難度は従来の教養2・3と同程度です。高校卒業程度の受験者を
　対象とした試験から、大学卒業程度以上の受験者を対象とした試験まで、幅広く
　ご利用いただけます。

Standard-Ⅰ

Standard-Ⅱ

新教養試験
〈知能重視タイプ〉Logical-Ⅰ・Ⅱ 出 題 数：40題

形　　式：五肢択一式
解答時間：120分

新教養試験
〈標準タイプ〉Standard-Ⅰ・Ⅱ 出 題 数：40題

形　　式：五肢択一式
解答時間：120分

受験者の準備負担を
軽減したい場合にお勧めです。

　　　　　 から替えて、 　　　　を
利用する団体が増えています。
Standard Logical

公益財団法人
日本人事試験研究センター

9月以降は全ての試験提供日に提供

統一試験に加え、個別試験についても
新教養試験を提供します。

新
教
養
試
験

2021年4月 2021年9月

2021年4月以降、全ての試験提供日に提供

2021年4月以降、全ての試験提供日に提供

○
4/25

○
5/30

○
6/20

○
7/11

○
8/29

2021年8月末まで提供

2021年3月末で提供終了

Standard-Ⅰ・Ⅱ

Logical -Ⅰ・Ⅱ

Light

教養４

教養１～３
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Lightはこのような場合におすすめです。
▶民間企業志望者も受験しやすい試験にして応募者を
　増やしたい。
▶社会人経験者、中途採用者にも受験しやすい試験に
　したい。
▶人物重視でも、基礎的な知的能力は確認したい。

新教養試験

公益財団法人 日本人事試験研究センターLight

出 題 数：60題
形　　式：四肢択一式
解答時間：75分

出題分野は次の3分野です。
　「社会への関心と理解」 （24題）
　「言語的な能力」 （18題）
　「論理的な思考力」 （18題）

●解答時間は75分、形式は四肢択一式とコンパクトな試験です。

●「社会への関心と理解」の分野で出題される問題には、地方公務員として必要な
　地方自治に関する基礎的な知識を問う問題も含まれます。

●職種を問わず幅広くご利用いただけます。

●　　　  は、基礎的な能力を検証するための試験ですので、専門試験や適性検査
　などと組み合わせてのご利用がおすすめです。

Light

例　　題

●「社会への関心と理解」
〔問題〕　次の文中のア、イに入るものがいずれも妥当なのはどれか。
　地方公共団体全体で見ると、歳入に占める地方税の割合は　ア　程度が続いている。2000年代始め、
小泉政権が「三位一体の改革」に着手して以降、　イ　税源移譲が進められた。

　　　　  ア    　　　　　　 　 イ
　１．30％～ 40％　　地方公共団体から国への
　２．30％～ 40％　　国から地方公共団体への
　３．70％～ 80％　　地方公共団体から国への
　４．70％～ 80％　　国から地方公共団体への

〔解説〕　正答：２
地方公共団体の実態、国との関わりなど、地方公務員志望者として最低限身に付けておいてほしい知識を問う
ことをねらいとしています。

●「言語的な能力」
〔問題〕　次の文の要旨として最も妥当なのはどれか。
　私の自慢料理を作るときは、火入れの途中に肉を指で押してみた感触が重要で、この感触はこれまで多
くの人に直に伝えてきたが、誰にでもちゃんと伝わるわけではなかった。どうも何かしら楽器をやらない人
にはこの感触がなかなか会得できないようだ。
　１．筆者の自慢料理を作るコツは、楽器をやる人には伝わりにくい。
　２．筆者の自慢料理を作るコツを教えても分からない人は、楽器もなかなか上達しない。
　３．筆者は楽器をやらない人には自慢料理を作るコツをちゃんと伝えてこなかった。
　４．楽器をやらない人には筆者の自慢料理を作るコツを把握するのが難しい。

〔解説〕　正答：４
文章中で提示された概念同士の関係を把握し、筆者が何を言おうとしているのかを的確に把握する力を問うこ
とをねらいとしています。

●「論理的な思考力」
〔問題〕　A～Dの4人に、赤、青、黄、緑の4色の中から2色ずつ選んでもらったところ、次のようであっ

た。このとき正しく言えるのはどれか。
・Aは、緑を選んだが青は選ばなかった。
・赤を選んだ人、青を選んだ人は共に2人であった。
・緑を選んだ人はCを含めて3人いた。
・赤と黄の両方を選んだ人が1人だけいたが、それはDではなかった。
　１．Aは黄を選んだ。
　２．Bは緑を選んだ。
　３．Cは赤を選んだ。
　４．Dは青を選んだ。

〔解説〕　正答：４
複数の情報の関係（ここでは人物と選んだ色との関係）を整理し、整理した情報から論理的に推論し判断する基
礎的な能力を問うことをねらいとしています。

社会への
関心と理解

言語的な
能力

論理的な
思考力

⃝お問い合わせ先⃝

公益財団法人 日本人事試験研究センター 事業部
http://www.njskc.or.jp




